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研究成果の概要（和文）：いじめ、学級崩壊等、学校教育を揺るがせる秩序形成をめぐる問題の解決として、従
来、整合的な外的秩序への回収という規律･管理が考えられていた。本研究では、こうした秩序が揺らぐ事態を
子どもの存在をかけた新たな秩序形成への試行(力動的秩序形成)として捉え直し、これまでと異なった問題解決
への問いや方法を検討した。そのため、学問領域を横断する多次元的研究により、学校、地域・社会，家庭とい
う教育空間におけるゆらぎと新しい秩序形成の実態をフィールドとの関係のなかで明らかにした。以上の成果を
もとに、力動的秩序形成を促進する，教育空間相互の間での協働を実現するシステムや支援の在り方の道筋を示
した。

研究成果の概要（英文）：Whereas the present scholarly consensus locates the solution to “order 
formation” problems such as bullying and classroom breakdown in the further strengthening of 
discipline and management of external conformity, this research has investigated a novel alternative
 approach; understanding disorder as struggles towards the formation of a new order (dynamic order 
formation). Through a multi-disciplinary approach, focusing on in-field situations, we have 
clarified the concrete processes of disorder and order formation in the educational spaces of home, 
community, and school. Based on these results, we have outlined the systems and support structures 
necessary to effectuate mutual collaboration between multiple educational spaces in order to promote
 psychodynamic order formation.

研究分野： 心理臨床学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
校内暴力、不登校、学級崩壊、いじめなど
は、従来学校教育の秩序を揺るがす問題だと
定義され、それへの対応として、教員の指導
やスクールカウンセラー等により、秩序から
逸脱した成員を秩序の中に回収するという、
規律と管理という方法が採用されてきた。ま
た教育という営み自体も、児童・生徒に対し
て一定の秩序や規範を内在化させていく過
程として捉えられていた。しかしながら現在、
この前提が崩れはじめ、 教育の制度や価値、
規範などを自覚的に捉え直す必要が生じて
いる。 このように教育を取り巻く環境が揺
らぎ、多様化する中で、従来どおり、外部に
静的に存在する統一的秩序を想定し、そこへ
の回収と平衡の維持を行うことを、教育と考
えることはもはや難しい。したがって現在求
められるのは、学校、地域・社会、家庭、電
子空間といった複数の空間での人々の相互
作用の在り方を明らかにし、秩序のゆらぎが
どのようなものであるか、そしてその中でど
のような秩序が動的に新たに立ち上がって
くるかを探究することである。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、教育の場における秩序を
静的かつ受動的に与えられるものとみなす
のではなく、教育者及び被教育者とその環境
との動的な関わりを通じて生成されるもの
と捉えたうえで、そのような秩序イメージに
基づいて人と環境との基盤づくりを促す営
みを「力動的秩序形成」と名付け、その生成
に関する実践研究を行うことである。本研究
では、具体的なフィールドでの研究と実践の
成果をもとに、教育空間における力動的秩序
形成のための汎用性のある提案を行う。 
 
３．研究の方法 
本研究では学校、地域・社会、家庭という、
いずれも子どもが生きる教育空間、さらに、
現代社会において喫緊の課題となっている
バーチャルな空間を対象とする。それぞれの
空間においてどのような秩序のゆらぎが生
じているのかを解明し、次にそれぞれの教育
空間に具体的に働きかけてどのような力動
的秩序形成が生成されるのかを見出し、さら
に、すべての教育空間に通底した、新たな力
動的秩序形成が見出されるのか、また、それ
はどのようなものであるかを明らかにし、新
しい「知」のデザインとして表明する。また、
研究目的を達成するために、学校、地域・社
会、家庭において、ミクロからマクロに至る
テーマを設定し、それぞれのテーマについて
専門を異にする研究者が共に関わり、 解明
→関わり→新たなデザインの呈示を行う５
つのプロジェクトを遂行し、さらに国際比較
を通じた研究の深化をめざす。 

４．研究成果 
(1) 学校改善のための総合的アクションリ
サーチ (学校改善プロジェクト)  
学校改善プロジェクトでは、学校の授業や

指導方法の改善を通して新しい力動的秩序
形成の可能性を探った。継続的に同じ学校
（和歌山県立和歌山高校、京都府立園部高校、
京都府立嵯峨野高校、京都府立洛北高校、福
岡県立京都高校、京都市立高倉小学校、長崎
市立池島小学校など）に関わることによって、
縦断的変化をとらえ、時間軸 
も含めた力動的秩序形成のありさまを明ら
かにした。 
学習指導要領改訂、高大接続改革といった、
教育改革の展開の中で生み出されつつある
教育実践の新しい力動的秩序の形（教科の壁
を緩やかにし、教科間のコラボも組織 
化しながら、教科横断的要素を含みこんでカ
リキュラムを構想する、教師が教え子どもが
学ぶという一方向的な関係を問い直し、教師
も子どもたちと学び合い、子どもたち同士も
教え合い学び合う関係性を創出する、客観テ
ストで学びの価値を一義的に数値化するだ
けでなく、思考の表現を解釈し学びの深まり
を質的に記述するパフォーマンス評価を活
用する）を明らかにした。そして、そうした
理論的知見を実践レベルで具体化する仕掛
けや手立ても構築し、ワークショップや教員
研修を継続的に行うことで、学校現場ととも
に授業改善や学校改善を推進した。 
また、研究者と現場とのかかわりについても、
新しい力動的な秩序の在り方を探った。従来
の大学の研究者と現場の関係は、研究者が理
論を現場に紹介して実践を導くという垂直
的で一方通行の指導・被指導の関係になりが
ちであった。これに対して、学校改善プロジ
ェクトでのそれぞれのフィールドでの取り
組みを通して、学校現場の課題を共有しなが
ら、個別の現場のニーズや学校文化に応じて
研究課題を調整したり、実践に学びながら理
論を再構成したりといった具合に、より水平
的で双方向的な協働関係のあり方が明らか
になった。 
 
(2) 不適応行動からみる新しい力動的秩序
の形成過程 (不適応対応プロジェクト) 
子どもたちに関わるさまざまな問題（いじ
め・不登校・自傷行為など）に関する事例研
究会を、心理臨床専門家と学校教員とのグル
ープで 2 ケ月に 1 度程度の割合で開催した。 
その中で、不適応行動は秩序から逸脱した
正すべき「悪」という側面だけではなく、新
しい秩序形成に向けての新たなダイナミク
スを生むきっかけであり、またその原動力と
なることが示された。また、現代の若者がか
かえる問題に踏み込むため、高校生における
「LINE」の影響をみる調査を実施し、学会で
発表した。新しい秩序形成は、学校、家庭、
社会という 3つの領域に加えて、電子メディ
ア空間においても生じていることが示され



た。成果は、学会誌に投稿され、採択された。 
 
(3) 近代的家族制度・関係のゆらぎについて 
(家族研究プロジェクト) 
 家庭裁判所とともに、研究会が開かれ、近
代家族の揺らぎの実態に関する検討が行わ
れた。特に離婚をめぐる面会交流の問題が中
心に取り扱われ、家族が新たな秩序を形成す
る過程に立ち会い、検討をおこなった。 
その経緯のなかで、子どもを守るための新
しい秩序形成にあたっては、離婚する親のあ
り方が重要であるとの認識が生まれた。その
ため、家庭裁判所との連携により、「親教育
プロジェクト」を立ち上げ、離婚を経た家族
が子どもたちをめぐって、どのような新しい
秩序を立ち上げていくべきかという点につ
いて、議論を交わした。そして、これまで試
行的になされてきた家庭裁判所における「親
教育プロジェクト」の検証を行った。このと
きに作成された親教育のための DVD は、京都
家庭裁判所に留まらず、全国の家庭裁判所に
広く知らされ、多くの家庭裁判所で採用され
ることとなり、よい結果を生んでいるという
報告がなされている。さらに、新しい秩序形
成を実り豊かにするための面会交流のあり
方を検討するため、事例検討が行われた。ま
た、少年事件に関わる「親子合宿」に、専門
的立場から助言し、非行少年が更生して新た
な秩序を得ていくきっかけとするために、い
かに親子のあり方を変えていくか、その一助
としての「親子合宿」を実施した。 
 
(4) 異文化・異業種による交流空間の創造 
(交流空間プロジェクト) 
二つの地域への継続的研究によって得られ
た成果は以下のとおりである。 
 野殿・童仙房地区（南山城村童仙房区およ
び野殿区）においては、生涯学習推進委員会
活動に参画し住民と協働して企画・運営した。
実際に企画・運営にすることにより、教育・
学習空間を創造する場合の具体的な可能性
が明確になった。①地元における「野童いな
か塾」の定期的な開催は、例えば、水害の被
災経験から学ぶ「減災の集い」「減災懇話会」
など、災害経験を共有し防災意識を高めるう
えで極めて有効な交流空間となること。2）
専門家を招き「学問世界」と出会う機会を作
り、住民に「京大教育学部祭」に参加しても
らうなど、地域と大学との実質的な交流も、
新しい秩序空間の場となること。3）さらに、
そうした実践から生まれた「童仙房ミュージ
アム」活動は、地域がもつ自然資源を活用し
て楽しむ「自然観察会」や「里山あそび」な
ど、地域で「大人も子どもも一緒に学ぶ」時
間と空間を創り出すこと。 
 京北地域（京都市右京区京北町）において
は、地域住民（商工会議所、北桑田高校の教
師、京北出張所の職員、カフェの店長、林業
従事者）にインタビューし、そのフィードバ
ックを行う中で以下の点が明確になった。1）

学生に地域の魅力を語ることが、実は、住民
にとって、自らの地域の再発見の機会となり
得ること。②また具体的な当事者の心情、例
えば、空き家の活用をめぐって、「仏壇や神
棚を残しているので」、「先祖がそこにいるか
ら」、他の人には貸したくない、あるいは、「親
戚が集まる場合にはやはりこの家が必要な
ので人に貸すわけにはいかない」という意見
など、切実な状況が明確になった点も重要で
あった。 
 以上、大学の研究室で理念として考えるこ
とと、実際の現場で当事者が抱える具体的な
問題との間には、常にズレが生じるのだが、
そのズレを丁寧に伝えあい、理解し合うこと
が新たな「秩序」の出現へのきっかけとなる。
秩序を崩す可能性を内に秘めた、新たな「秩
序ならざる秩序」は、その出現への助走期間
の内に、既に開始されているということであ
る。 
 
 (5) グローバル化あるいは社会変容にとも
なう教育･制度のゆらぎ (グローバル化対応
プロジェクト)および国際比較を通じた研究
の深化 
国際比較を通じた研究の深化に関しては、
まず、国際化・グローバル化という社会変化
のとらえ方や学校教育における実態につい
て文献研究を行った。最初に、グローバル化
が、国によって進展度合いが異なると同時に、
一国内においても政治、経済、社会の各領域
で必ずしも一様に進む過程ではないこと、ま
たグローバル化によって国を超えた共通化
（統一化）の指向と差異化をめざす志向が共
存することを確認した。それから、近代国家
＝国民国家の形成に着目して現代における
国家の特徴を整理するとともに、近代学校教
育制度の基本的特質を検討した。続いて、グ
ローバル化の進展が学校教育に与える変化
について、学校に在籍する外国人児童生徒に
関してどのような状況がみられるのかと、国
際交流活動の展開が児童生徒にどのような
影響を与えるのかという2つの点を手がかり
に考察した。そして、国際交流を積極的に進
めることで、国境という境界を越えた理解が
図られる可能性が生じると同時に、他方では
その境界を強化してしまうおそれがあるこ
とが明らかになる一方、学習者のアイデンテ
ィティの境界をどのように形成するのが望
ましいのかとか、様々に設定しうるアイデン
ティティの境界のバランスをどのように設
定すればよいのか、あるいはそうした境界の
可変性をどのように想定すればよいかとい
った問いが生じることになった。以上のよう
な文献研究と並行して、北京師範大学を主た
る対象として、大学院学生の交流活動を展開
した。本研究課題による共同研究を行った 5
年間、毎年度、北京または京都で大学院学生
が主体的に企画運営する学術交流活動とし
て、毎回設定されたテーマについて双方の大
学院学生が研究発表と意見交換を行うとと



もに、広く社会を理解するための交流活動を
実施した。また、北京師範大学の教員が京都
大学大学院教育学研究科を訪問した際や、同
研究科でソウル大学教育学科からの訪問団
を受け入れた際には、科研メンバーが分野ご
とに関連の議論を深めた。こうした国際交流
の「現場」を重ねながら、家庭、学校、地域・
社会、そして国家といったそれぞれのレベル
で生じる秩序のゆらぎをどのように乗り越
えるのかについて意見交換を行い、考察を進
めた。 
 
(6)統合と発信 
以上のプロジェクト毎の取り組みに加えて、
全研究者は定期的に討議し、毎月の合同研究
会を通して、本研究全体の方向性に関するコ
ンセンサスの醸成、異分野間の知的交流を通
しての新たな課題の発見が行われた。そして、
空間を越えて通底した新たな力動的秩序形
成の様相を見出し、新しい「知」のデザイン
として表明した。平成 27 年度には全体を見
渡す企画として、総括シンポジウムを 2日間
にわたって実施し、さらに最終年度には、活
動の総括を行うとともに、シンポジウムを開
催し、まとめと発信の作業を行った。 
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